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JENESYS2018 ASEAN 招へいプログラム第 9陣の記録 

 国際ポエトリー交流(International Poetry Exchange Program)  

対象国：フィリピン 

 

１．プログラム概要 

 対日理解促進交流プログラム「JENESYS2018」の一環として、フィリピンより高校生

及び引率者 12 名が 2018 年 10 月 29 日～11 月 4日の日程で来日し、11月 1 日に沖縄で

開催された「国際ポエトリー交流(IPEP*)」（詩の交流）に参加ました。 

 一行は、米国、韓国、フィリピン及び日本の高校生と共に、詩を通じた交流を行い

ました。また、日本理解講義、戦争体験講和の聴講、平和記念資料館、地域の名所等

の視察、伝統文化エイサーの体験、ホームステイなどを通じて幅広く日本を理解する

機会を持ち、各々の関心事項や体験について SNS を通じて対外発信を行いました。帰

国前の報告会では，訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラン（活動計画）に

ついて発表しました。 

*IPEP=International Poetry Exchange Program 

 

【参加国・人数】フィリピン 12 名 

【訪問地】東京都、沖縄県 

 

２．日程   

10 月 29 日(月) 【来日】 

10 月 30 日(火) 【オリエンテーション】、【文化視察】皇居、江戸東京博物館  
【日本理解講義の聴講】SIMA 国際経営研究所 木村 秀夫氏 

10 月 31 日(水) 東京都から沖縄県へ移動   
【文化視察】玉泉洞、琉球王国城下町 

【文化体験】沖縄伝統芸能 エイサー 

11 月 1 日(木) 【学校交流】沖縄県立首里高等学校  
【国際ポエトリー交流プログラム(IPEP)への参加】 

11 月 2 日(金) 【文化視察】首里城、平和祈念公園・沖縄県平和祈念資料館  
【戦争体験講話の聴講】  
【ホームステイ】沖縄県八重瀬町 

11 月 3 日(土) 【ホームステイ】 

11 月 4 日(日) 【ホームステイ】、【地域住民・関係者との歓送会】  
沖縄県から東京都へ移動  
【学校交流】御殿場西高校生徒との交流 

【ワークショップ（報告会準備）】  

11 月 5 日(月) 【文化視察】明治神宮、原宿、【成果報告会】 

11 月 6 日(火) 【文化視察】浅草寺、帰国 
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３．プログラム記録写真  

  

10 月 30 日【日本理解講義の聴講】 10 月 30 日【文化視察】皇居 

  

10 月 31 日【文化体験】沖縄伝統芸能 エイサー 

  

11 月 1 日【学校交流】沖縄県立首里高等学

校 
11 月 1 日【国際ポエトリー交流】 

  

11 月 1 日【国際ポエトリー交流】 11 月 2 日【戦争体験講話の聴講】 
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11 月 4 日【ワークショップ（報告会準備）】 11 月 4 日【地域住民・関係者との歓送会】 

 

11 月 5 日【成果報告会】 11 月 6 日【文化視察】浅草寺 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ フィリピン学生 

講義は、沖縄戦などの視点から日本を理解できる素晴らしいものでした。「戦争は人間 

から始まる。平和を創造することは平和を実感することとは違う。」このような深い内 

容を知る機会は今までありませんでした。学校交流はチャレンジでした。しかし、言葉 

の違いはあっても、紅型体験や交流をとおして楽しい時間を持つことができました。詩 

の共有は信じられないほど素晴らしい機会でした。言葉を繋ぐことによって、今日、私 

たちが抱えている問題を解決できるでしょう。このようにして、次の世代を勇気づける 

ことができると信じています。ホームステイも素晴らしい体験でした。日本文化や日本 

人の生活に触れることによって、日本文化に開眼しました。文化の違いは私たちの絆に 

影響を与えるものではありません。それは、異なる文化や生活を知るための扉なのです。 

◆ フィリピン学生 

講義はあまり知られていない日本のことについて知ることができ、大変有益でした。私 

はずっと日本は自分たちでやっていける大変有能な国で、助けが必要な分野があるとは 

思っていませんでした。沖縄戦の話は視野を広げてくれて、異なる視点を与えてくれま 

した。学校交流では、異なる国の学生が互いを理解するために一生懸命相手の文化を学 

ぼうとする姿勢が好きでした。日本政府への表敬ができて大変光栄でした。ホームステ 

イは、本物の日本文化に浸ることができる素晴らしい体験でした。 
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◆ フィリピン学生 

講義は日本の歴史や文化など、私の知識を豊かにしてくれました。学校交流では、同年

代の学生に会い、違いを知ることが興味深かったですし、10 代の学生として共通点が

あることを知って嬉しかったです。日本政府への表敬ができたことは、人生で起こると

思っていなかった経験であり、一生忘れません。ホストファミリーは本当に素晴らしい

人たちでした。温かく迎えてくれて嬉しかったです。私の心の特別な場所にいつまでも

居続けるでしょう。最後に、私の来日を可能にしてくれた全ての人々に感謝します。一

期一会の出会いを、生涯大切にします。 

 

５．受入れ側の感想 

 日本人学生 
今回、参加して本当に良かったと思いました。それぞれの国の表現、普段感じているこ

となど、お互いの様々な面を見ることができました。発表が終わり、お互いの詩を読ん

での感想を話し合ったり、解説を聞いていると、本当に楽しくてもっと聞いてみたい、

その人の国のことをもっと知りたいと思うようになりました。大変なことも多かったし、

予想もつかないこともあったけれど、今までの私の考え方を変えてくれたこの交流は、

これから多くの人びとにも参加してもらい、詩の楽しさや他国の人びととの交流の楽し

さを知って欲しいです。 

 日本人学生 
今回のポエトリー大会で、私は多くの国々と詩を通して関わることができました。その

中で私が思ったのは、国が違えば言葉だけでなく考え方も違っていて、自分自身の思い

を形に残るものにするのは難しいけれども、とても大切だということを学ぶことができ

ました。言葉の壁はとても高くてすぐに私が克服できるようなものではなかったけれど

も、今回は色々な人びとが積極的で思わず乗ってしまうような雰囲気で、とても楽しむ

ことができました。また、楽しいコミュニケーションの場だったと思います。今後も詩

を通して、色々な国の学生と交流の場を持てたらいいなと思っています。 

◆ ホストファミリー 

進んで手伝いをしようという姿勢で何事にも取り組んでくれました。車の移動中、歌を 

歌っていて、打ち解けてくれている様子が分かり、よかったです。また、母国の家族に 

電話で紹介してくれて嬉しかったです。 

◆ ホストファミリー 

訪日団の皆さんが、沖縄の家庭が楽しかったと、沖縄の家族と触れ合えてよかったと思 

っていただけることが嬉しいです。地域や家庭にとってもよい刺激になります。家族の 

一員となり、「パパ」、「ママ」と呼んでくれたのが嬉しいです。 
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６．参加者の対外発信 

  

日本のホストファミリーと一日過ごしま

した。言葉の壁がありましたが、とっても

楽しかったです。 

お盆に帰ってくる先祖の魂を迎える沖縄

の伝統的な踊り、エイサー。太鼓の音と

踊りに畏敬の念を覚えました。特筆すべ

きは、リズミカルなドラムの音と優雅な

振りです。後半は沖縄大学の卒業生でエ

イサー部のメンバーだった旅行社の若い

男性が飛び入りしました。息を呑む文化

体験は、今日の大切な思い出です。 

 

７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表  

 

プログラム経験を活かして、私たちの学 

校で、次の 3つのことを実施します。 

1.異なる環境、文化を持つ人々に 

心を開き、相互理解と友好を推進しま 

す。 

2.私たちを取り巻く現状（戦争・平和）

を理解することを促進します。 

3．上記 2点をクラブ活動に取り入れ、平

和構築を中心とした計画を実施しま

す。 

このような活動を通じて、より良き未来 

のために、平和と相互理解を促進し、 

私たちの新しい時代を打ち立てていき 

たいと思います。 

 


